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OECD諸国における社会保障支出と国民負担率の関係 出所：財務省

（出所）国民負担率： OECD “ National Accounts”、“Revenue Statistics”、 内閣府「国民経済計算」等。
社会保障支出： OECD “ National Accounts”、内閣府「国民経済計算」。ただし、1955年の日本の値については国立社会保障・人口問題研究所「社会保障費用統計」における社会保障給付費。

（注１）数値は、一般政府（中央政府、地方政府、社会保障基金を合わせたもの）ベース。 （注２）日本は、2015年度まで実績、諸外国は2015年実績（アイスランド、ニュージーランド、オーストラリアについては2014年実績）。
（注３）日本の2060年度は、財政制度等審議会「我が国の財政に関する長期推計（改訂版）」（2018年４月６日 起草検討委員提出資料）より作成。
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世界の独立財政機関と設立時期 出所：令和臨調 提言 参考資料 2025.01.30
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我が国の独立財政機関設置に関する主な動き 出所：国立国会図書館 調査報告書 2025.04.22
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共働き世帯の総年収と負担率の構成（OECD平均と日本、2021年）出所：NIRA

出典: 翁百合. (2023). 子育て世帯の負担と給付の公正性は確保されているか 被雇用者世帯の所得と負担率の国際比較分析. NIRA オピニオンペーパー, 65, 1-10.
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○ 共働き・子どもなし世帯（OECD平均と日本）

（出所）the OECD tax-benefit model. Model version 2.5.2を基にNIRA総研試算。

（出所）the OECD tax-benefit model. Model version 2.5.2を基にNIRA総研試算。

○ 共働き・子どもあり世帯（OECD平均と日本）
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